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I. はじめに

 2015(平成 27)年に子ども・子育て支援

新制度が施行され、保育制度改革が進むな

か、待機児童の解消に向けた取り組みの推

進や、保育の受け皿拡大など、多様な保育

の量の充実が行われてきた。それに伴い、

必要な保育者の数も増えているが、保育現

場での職員不足は全国的に深刻である。民

間の派遣業者を利用して保育者を揃えてい

るという私立保育所・こども園等もあり、

その人材不足についての状況は一段と困難

になっていることがわかる。また、派遣業

者を通した方が、保育者にとって就労の状

況や給与の条件がいいということも聞く。

人材不足は深刻な問題であり、この人材確

保なくして、保育の質を維持継続すること 

は考えられない。 

 厚生労働省(2020)の保育士の現状と主な

取り組みによると、保育士登録者数は約

154 万人であり、社会福祉施設などで従事

する者はその中の約 59万人と 1/3 程度で

ある。さらに、保育者としての勤務年数は

約 50％が 8年未満の勤続でしかない。前

回の同じ調査では、5年未満の勤続者が全

体の約半数に近い状況であったことから、

給与の改善などで、少しずつ効果がでてい

るのかと考えられる。しかし、8年未満と

いうと、短期大学卒業から考えると 30歳

程度で離職していることがわかる。離職率

の高い理由については、①保育者の労働環

境・仕事量、②保育者のライフプラン、③

行政の取り組みの三点が考えられる。 

 まず、保育者として働く保育現場の現状

については、竹石(2013)をはじめ、様々な

意見が見られる。竹石は、保育現場でどの

ように人材を育てていくのかについて、

「保育現場のありようは多様である。新人

の保育者はまずその園の文化に定着してい

く必要がある」と述べている。 

 つぎに、保育者自身の問題についての離

職である。加藤・鈴木(2011)は、離職理由

について「仕事への適正」「健康上の理

由」「結婚」が多くあるが、それらを理由

とした「人間関係」や「職場の雰囲気」な
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どの悩みに対し、組織側と本人との間に

「わかりあえなさ」が生じていると述べて

いる。そして、行政の取り組みについて

は、厚生労働省が、平成 27 年から「保育

士確保集中取組キャンペーン」を行い、保

育士の処遇改善を図ることを勧めつつ、そ

の人員確保を急務としているが、成果はま

だ報告されていない。 

 そこで、昨年度までの調査を元に、姫路市

における保育人材確保に向けた調査と改善

への取り組みの計画をした。今回の研究で

は、それぞれの年齢や立場による保育職の

楽しさ、難しさについて、保育者にインタビ 

ューを行い、withコロナの時代の保育者た

ちの保育を続ける理由・去る理由を、質的研

究から明らかにしていく。 

Ⅱ．研究方法 

（1）調査対象者とインタビュー方法・項目 

 姫路市内の公立・私立保育園・こども園の

保育者 12 名にインタビュー調査を実施し

た。研究協力者については、以下の表 1 で

示す。インタビュー調査においては、ICレ

コーダーの録音機能を用いてインタビュー

を記録した。 

インタビュー項目については、保育者の

基本情報（保育者としての勤務年数、現在の

場所での勤務年数、担当歳児など）、保育者

としての悩み、年代ごとのケース別の質問、

コロナ禍においての保育の難しさや、負担

になっていることなどである。基本的な質

問事項は同じであるが、内容により、それに

まつわる話も聞き取っていく半構造化面接

法によるインタビュー調査で行った。 

（2）分析方法

インタビュー調査で得た音声データを文

字化した。これらの文字化したデータを、研 

究データとして使用した。分析対象とした

データの数は、研究協力していただいた 12

名分の語りデータである。 

 分析するにあたり、恣意性を防ぐために 2

人の研究者で分析を進めていった。具体的

には、文字化されたデータを各研究者が読

み解いていき、調査質問項目の回答として

重要であると思われる語りの箇所を附箋に

書き出していった。つぎに、この附箋に書き

だした内容に類似するものを小カテゴリー

としてグループ化し、小カテゴリー名をつ

けてた。なお語りの数が一つのものもあっ

た。重要な語りであると判断し、小カテゴリ

ーとしている。さらに、類似している小カテ

ゴリー同士を大カテゴリーとしてグループ

化し、大カテゴリー名をつけた。 

表 1 研究協力者一覧表 

仮名 年齢 保育歴 担当 配偶者 子ども 公・私 雇用形態 

A 22 2 年 担任 なし なし 私立 正規 

B 23 2 年 担任 なし なし 公立 非正規 

C 24 4 年 担任 なし なし 私立 正規 

D 26 6 年 担任 なし なし 公立 非正規 

E 27 5 年 担任 なし なし 公立 正規 

F 28 6 年 担任 なし なし 私立 正規 

G 38 18 年 主任 あり なし 私立 正規 

H 38 12 年 担任 あり あり 公立 非正規 

I 44 24 年 主任 あり なし 私立 正規 

J 44 24 年 主任 あり あり 公立 正規 

K 46 26 年 主任 あり なし 公立 正規 

L 52 24 年 担任 なし あり 私立 正規 

Ⅲ．結果 

分析の結果、9の大カテゴリーと 97 の小

カテゴリーを抽出した。9の大カテゴリーは、

【保育者を続けるために必要な状況（24）】

【人材確保（16）】【仕事の負担感（10）】

【保育者をやめる状況（10）】【保育への思
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い（9）】【コロナ禍における保育（8）】【保

護者対応（8）】【人間関係（7）】【若手育

成（5）】であった。 

 以下に分析カテゴリー結果一覧表（表 2） 

を示す。ここでは、大カテゴリーごとに考察

を付け加えていく。大カテゴリーに含まれ

る小カテゴリーから、代表的な記述も示す。 

（1）【保育者を続けるために必要な状況】 

 【保育者を続けるために必要な状況】につ

いては、置かれた労働環境により大きく変

わってくる。【保育者を続けるために必要な

状況】の鍵となる語りとして「職員数の充

実」「配置基準」「ノンコンタクトタイム」

の中にある語りをいくつか示す。 

初めに「職員数の充実」についてである。 

職員数の充実：保育士の数がもっと増え

ていけば、1 人に対しての負担も少なく

なるんかな。職員増やしてほしい。それ

が。基本的なことですけど。（H） 

 有給休暇を取りやすくする、リフレッシ

ュ休暇を取得し、心機一転保育を楽しめる

ようにする。そのためには、交代要員として

規定数ギリギリの保育者数ではない方が望

ましい。また、現在の配置基準についての語

りもある。 

表 2 分析結果一覧表 

大カテゴリー名 

（小カテゴリー数） 
小カテゴリー名（語りの数） 

【保育者を 

続けるために 

必要な状況】 
（24） 

保育以外の助け（13）、保育者の学ぶ意欲（10）、プライベートの充実（7）、この仕事は祖父母等周囲のサポートがいる
（6）、できる限り続ける（6）、ノンコンタクトタイム（子どもが目の前にいない時間にする仕事）（6）、続ける動機

（5）、平日休めたり早く帰ったりできる（5）、代わりの先生がいると無理なく続けられる（3）、給与をあげる（3）、職

員数の充実（3）、配置基準の見直しの必要性（3）、がむしゃらから抜け出す（2）、ここで保育したい（2）、子育中の方
にとっての 4 時間 6 時間パート（2）、小さい園で働きたい（2）、とりあえず 60 まで（2）、ノークラスを自分が楽しむ

（2）、パートの仕事量でちょうどいい（2）、１年たって、振り返るとよろこび（1）、子どもがよってくる（1）、3 年は

絶対続けよって（1）、シルバーさんの手助け（1）、パート保育者への周囲の保育者のサポート（1）

【人材確保】 

（16） 

見合った給料なのかな（17）、人材不足（14）、正社員では続けられない（10）、有給・時短の取りにくさ（産休・育休

も）（9）、保育を続けるかの迷い（8）、人材のバランス（5）、家庭を持つと無理かも（4）、パートとかで働きたい（い

ずれは）（4）、資格がなくてもいい、パートですら見つからない（2）、2・3 年は産休・育休をとる（2）、時間外はない
方がよい（2）、有給いつでも（2）、国はもっと保育者のことを考えてほしい（1）、市役所なら時間通りに（1）、70 歳

までは無理（1）、休み少ない・帰りが遅いしんどい（1） 

【仕事の負担感】 
（10） 

ゆとりのない保育の状況（11）、乳児保育の専門性（10）、体力や時間の負担（5）、お風呂で寝てまうくらいの疲れ

（3）、子育てとの両立が大変（3）、3 歳以上児と未満児のそれぞれの負担感（3）、家庭より仕事優先になっちゃう
（2）、正規とパート仕事量は一緒、責任が違う（2）、家では仕事のことは考えたくない（1）、一人担任でもいけるが書

類がしんどい（1）

【保育者を 
やめる状況】 

（10） 

結婚・出産・子育てでやめちゃう（9）、自分の保育（援助）に不安（7）、保育に対する考え方が時代遅れになると引退
（5）、周囲に相談できていない（2）、1 年目ずっと辞めたいって（1）、怒っている声ばかりの園は嫌（1）、心が折れた

ら続けられない（1）、ピアノ苦手、基本主で動くときになやむ（1）、他の仕事への興味・関心（1）、4 年はやっと（1）

【保育への思い】
（9） 

子どもの成長を感じる（16）、楽しい保育やってみた・やってみよう（16）、保育の道に進むわけ（10）、子どもが好きで
保育者になった（8）、やりたいことを経験できたさせてあげたい（7）、子ども主体の保育をしたい（5）、家でも保育の

ことを考える（2）、夢のなかで保育している（1）、考えなと思いつつ考えていない（1） 

【コロナ禍に 
おける保育】 

（8） 

コロナの影響（21）、コロナ禍における不自由さ（18）、コロナでの習慣（5）、コロナ禍における行事（4）、コロナ禍に
おける保護者との信頼関係をつくることの難しさ（4）、コロナ禍における余分な作業・消毒（3）、コロナ禍しか経験して

いない（2）、コロナ禍において以前していたことをどう補うか（2）

【保護者対応】 
（8） 

保護者対応の難しさ（17）、子育て経験から親の気持ちをアドバイス（5）、今の保護者と昔の保護者の違い（2）、園長・

主任がフォローしてくれるので保護者との関係よい（2）、子どものいいとこを保護者に伝える（2）、保護者がいい方
（1）、保護者対応は先輩に相談（1）、保護者に子育ての楽しさを伝えることの難しさ（1）

【人間関係】 

（7） 

人間関係がよい（14）、相談できる先輩保育者（11）、園長がよい（6）、相談・話し相手（4）、同期に支えられる

（3）、以前の職場はぎすぎすした人間関係（2）、理解のない上司はきつい（1）

【若手育成】 

（5） 

若手を育てる（20）、伝え方・話し合い（9）、やめたい後輩への助言（3）、やめようとする保育者をここにおいでとさそ

う（2）、子どもが若い先生の言うことをきかない（1） 

配置基準：配置基準が 60 年変わってない

じゃないですか。そこの辺りが変われば、

また多少、仕事量とかも変わってくるし、

余裕が出るみたいなところは、あるん違

うかな。（K） 
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 この語りからは、配置基準が策定された

頃と、現在の社会的背景が違うことから、こ

れを改めることで保育者が長く続けていく

きっかけになるかもしれない。 

ノンコンタクトタイム：保育を 4 時半ま

でやって、その後、定時の時間内で保育

士が事務とか製作する時間って本当、30

分ほどしかないんですね。そのうち掃除

も含まれますし。掃除が意外と時間がか

かるんです。そんなんしてたら定時。定

時から事務とか製作の仕事始めるってい

うことが皆さん普通やと思うんですけ

ど、それが普通じゃなくなったらいいな

と。（E） 

ノンコンタクトタイムは、子どもが目の

前にいない時間をつくり、そこで保育の計

画を立てたり、環境構成をおこなったりす

る時間のことである。例えば、複数担任制で

出勤時間を前後にずらしておくと、昼の時

間にノンコンタクトタイムを取ることがで

きる。複数担任制でなくても、代替職員がい

れば、このような時間を作ることが可能と

なり、持ち帰りの仕事の減少、残業の減少と

共に、保育の充実が図れ保育の質も上がる。 

 他にも「保育者の学ぶ意欲」について、

「保育以外の助け」が必要なことについて

などの語りもあった。前述のノンコンタク

トタイム同様に、保育以外の場面での補助

があれば、より効率をあげて保育を行える

場面がわかった。主任の仕事がなんでも屋

のようになっている現状も語りから見られ

た。仮に ICT に長けた職員が一名各園にい

ればどうだろうか。そして、有益な使用方法

についての学びの場があればどうだろう。

保育室に自動掃除機があることは、おかし

いのだろうか。保育者が保育を充実させる

ために必要な「保育以外の場面の助け」を探

し出していくことも今後重要な改革の一つ

であると考える。 

（２）【人材確保】

 【人材確保】については、どこの保育現場

でも大きな課題である。いかに保育の人材

を確保するのかそれぞれの園にとって重要

である。【人材確保】の鍵となる語りとして

「人材不足」「人材のバランス」「見合った

給料なのかな」の中にある語りをいくつか

示す。まず、「人材不足」についてである。 

人材不足：続けられる策はやっぱり自分

の私生活を犠牲にし続けない。休みやす

かったりだとか、急な用や休みでも対応

できるようなやっぱり人材ですかね。人

材の豊富さが一つ、策かな。（J）  

 現状の「人材不足」についての語りである

が、私生活を犠牲にし続けないことで、保育

者を続けていける。有給休暇の取得につい

ては、小学校教員と同じように平日に有給

休暇を実行することは難しい職種である。

交代で入れる保育者がいないことも影響し

ている。また、現場の保育者の感覚として、

まだ保育者は足りてはいない。配置基準に

従って保育者は存在している。質の良い保

育を運営していくためには、保育者の質と

ともに、そこにも数が必要である。しかし、

募集を行なっても応募がないという現状で

ある。次に、「人材のバランス」の点である。 

人材のバランス：保育士の年齢層が、い

ろんな年代が同じような人数いるように

配置基準：配置基準が 60 年変わってない

じゃないですか。そこの辺りが変われば、

また多少、仕事量とかも変わってくるし、

余裕が出るみたいなところは、あるん違

うかな。（K） 
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構成ができたら、いいのにな。（中略）人

材のバランスの悪さとか、負担がかかっ

てくるところとか、それこそ人材育成に

かかる大切なこと。それから、年休代替

えとか、4 時間パートとかの人の確保と

待遇を考えてほしい。（K） 

 人材とともに希望しているのが、保育者

の年齢層、バランスのよさである。語りの中

にもある公立だけでなく、私立でも、正規で

は若い世代の獲得が多くあり、そのほかは

中堅以上の非正規での獲得が多いのではな

いだろうか。若手を取り育てて、中堅以上に

も正規職員が揃っているような職場では、

人間関係や保護者対応などのトラブルを乗

り越えられる可能性がある。 

 給与についてこれ以上の改善ができない

場合、人の充実を行うことで、一人ひとりの

負担を減らすことも考えていく必要がある。 

（３）【仕事の負担感】

 【仕事の負担感】については、園によるも

の、園長などの考え方によるもの、保育者本

人の組織の中のポジションや、本人の能力、

置かれた家庭状況などに影響され得る。【仕

事の負担感】の鍵となる語りとして「ゆとり

のない保育の状況」「乳児保育の専門性」の

中にある語りをいくつか示す。 

ゆとりのない保育の状況：家でする仕事

も正規の先生とは違うので、そこまで、

家帰ってせなあかんとかがない。（H） 

幼児担当になると仕事量が多くて、なか

なか勤務時間内に終わらず、仕事に生活

も追われてしまい、仕事ばかりになって

しまって、しんどい。（K） 

 個々のポジションや採用形態によるもの

もあるが、共通して述べているのが、「バタ

バタとしている、忙しい、余裕がない」とい

う状況である。仕事量は、正規に比べ、非正

規では持ち帰りの仕事がなく、定時に帰宅

できることや、主任の立場では業務の種類

が増えること、担任だと経験年数が増える

と、クラス運営の責任や、後輩保育者の指導

を含めて余裕がなくなっていくようだ。 

乳児保育の専門性：10 年目に初めて 0歳

児に行って、ずっと憧れていて。憧れあ

り過ぎて、実際どう自分が動いていって

いいか分からなくって、すごい顔がしん

どそうって言われた時期だった。憧れだ

けではできない難しさを感じる。（G） 

 「乳児保育の専門性」の語りの中からは、

かわいいと憧れていた 0 歳児の担当をした

ところ、当時 10 年目だったベテランのはず

が、実際にどう関わっていいのかわからな

い状況ができたことを述べている。かわい

いから、お世話するだけだろうとか、子ども

の遊び相手をするだけだろうと一般的な社

会の中の保育者のイメージがあるかもしれ

ない。しかし、実際には乳児の保育を行うこ

とは、経験によって学んでいくことが多く

ある。専門職である保育者の意味にあらた 

めて気づかされた語りだった。 

（４）【保育者をやめる状況】

 【保育者をやめる状況】については、現在

勤務している保育者がどのような状況でや

めてしまうのか、保育を諦めてしまうのか

の語りである。【保育者をやめる状況】の鍵

となる語りとして「結婚・出産・子育てでや

めちゃう」「自分の保育（援助）に不安」「保

育に対する考え方が時代遅れになると引退」

の中にある語りをいくつか示す。 

結婚・出産・子育てでやめちゃう：結婚と

か出産、そのようなときに辞めたいなと

思ってます。（C） 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私が知ってる限りは出産で辞められてま

すね。それで、復帰はされてないですね。

出産で退職。（J） 

若手の語りでは、結婚・出産というタイミ

ングで一度退職することを考えている。ま

た、継続して保育者をしているベテラン保

育者の周りで、復帰されているケースもあ

まりない様子が見られる。経験を重ねてい

く 30 代を引き続き勤務できるような体制

が必要である。次に、「自分の保育（援助）

に不安」についてである。 

自分の保育（援助）に不安：いい保育をさ

れる方やったんですけど、自分では保育

者に向いてないとおっしゃって。悩んで

やめてしまった。（E） 

 この語りの中からは、自分の保育が良い

のか悪いのか悩んだ時に、退職に向かうこ

とがわかった。保育者自身が、自信をもちに

くい状況・労働環境なのかもしれない。子ど

もたちに自己肯定感を育むよう計画をして

いる保育者自身が自己肯定感に違和を感じ

た時に、退職に向かう可能性を示唆してい

る。まめに、振り返りや上司との話し合いの

場を設けるなど、自分の保育に関してチェ

ックする必要がある。 

 そして、「保育に対する考え方が時代遅れ

になると引退」についてである。 

保育に対する考え方が時代遅れになると

引退：保育も変わっていきよるし。もち

ろんそこは勉強して行かなあかんとこで

もあるけど。（中略）新しい考えに付いて

いけなくなる、新しいことを取り入れら

れない自分になったら、そこが辞め時。

（G） 

 これらの語りからは、保育者として勉強

し続けることで離職する保育者の数を少な

くできる可能性を示している。また、同時に

この語りには、保育者として、常に保育のこ

とを勉強することの重要性が示されている。

それは、いまの保育についてこれなくなる

と、保育士として働けないと考える保育者

がいることを示しているからである。各園

に自分の保育に自信を持てない保育者がい

た場合は、研修等に参加することで、いまの

保育から取り残されないようにするような

支援が必要である。 

（５）【保育への思い】

 【保育への思い】については、個人の考え

方で幅広く出てくるのかと推測したが、保

育者の専門性としての「子ども」への思いが

多く語られた。【保育への思い】の鍵となる

語りとして「楽しい保育やってみた・やって

みよう」「子ども主体の保育をしたい」の中

にある語りをいくつか示す。 

楽しい保育をやってみたい・やってみよ

う：若い子同士、同じような年代の保育

士と、こんなことやってみたいなとかい

ろいろ。楽しいこと考えてやってみよう

かって言って、してることが楽しかった

のかな。（K） 

 保育者が考えた面白いこと・楽しいこと

を子どもたちと一緒にするにはどうしたら

いいかを計画を立てたり、時には計画外で

試したりする保育者の言動が見られる。先

輩保育者の保育が上手くいって楽しそうに

見える。しかし、自分はそうではないところ

でも、どうすれば楽しい保育になるのか思

考しているような語りである。保育者自ら

も楽しめる保育をすることも、一つの保育

の質の向上に向かって必要なことである。 

子ども主体の保育：子どもがやりたいっ

て言ったことを、その遊びを広げて、子
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どもの発想を引き出してっていう保育を

していきたいなとは思います。ここの園

みたいな、本当に子ども主体の保育をし

たいなと思います。（A） 

 そして、保育所保育指針にも挙げられて

いる、子ども主体の保育を目指すにはどの

ように考えていけばいいのか、保育者が模

索している様子が見られる。子どもがやり

たいことを広げるためにはどうすればいい

のか、子どもたちが発展させていったあそ

びに保育者はどのような援助ができるのか

など、よりよい保育を目指すために、保育者

は常に次にどうしたらいいのだろうか考え

ていることがわかる。 

（６）【コロナ禍における保育】

 【コロナ禍における保育】については、ど

この保育現場でも大きな変化をもたらせた

大きな課題となっている。感染症拡大防止

のための日々の細かな変更から、園の行事

のもち方まで関わるところである。【コロナ

禍における保育】の鍵となる語りとして「コ

ロナ禍における不自由さ」「コロナ禍におけ

る保護者との信頼関係をつくることの難し

さ」の中にある語りをいくつか示す。 

コロナ禍における不自由さ：本当やった

らお母さんが中に入ってきて、朝の準備

とかやってやったんですけど、それも全

部こっち。（H） 

行事の持ち方が、今までと同じにはいか

ない。でもコロナやからって何もしない

わけにもいかず、難しい。そこが保護者

となかなかうまく理解し合えない。（E） 

 この「コロナ禍における不自由さ」の語り

は、3 歳未満児の保護者は自分の子どもの

朝・夕の身支度を子どもと一緒にやってい

たことができなくなったこと、行事の持ち

方について感染症防止の視点を加えること、

なかなか思い通りの計画ができなくなって

しまったことの不自由さを示している。 

コロナ禍における保護者との信頼関係を

つくることの難しさ：保護者にお部屋ま

で上がってきてもらえないのも、保護者

の方にもストレスですけど。朝、ちょっ

とお母さんがのぞくだけでお部屋の雰囲

気が分かって安心する。特に話をしなく

ても。（J） 

 この語りの中からは、特に 3 歳未満児の

成長は日々著しく、何気ない会話にも家庭

での子育てのヒントを提供する機会である

のだが、コロナ対応によって、信頼関係の構

築に時間がかかっている。また、コロナ禍の

生活様式の変化や、感染症対策によって、保

育室で、ちょっとした様子を伝えることが

困難となっていることがわかる。 

（７）【保護者対応】

 【保護者対応】については、若手保育者が

やりづらさを感じ、離職へつながる一つの

要素である。【保護者対応】の鍵となる語り

として「子育ての経験から親の気持ちをア

ドバイス」「保護者対応は先輩に相談」「保

護者対応の難しさ」の中にある語りを示す。 

子育ての経験から親の気持ちをアドバイ

ス：子どものことだけでなく、（子育て経

験で）お父さんへのアドバイスもお母さ

んへのアドバイスもできる。（L） 

 子育てを経験したことから、具体的に子

どもの成長する過程を目の当たりにするこ

とで、保護者へのアドバイスがしやすくな

る。子どものことだけでなく、親としての助

言が同じ立場からできるようになるのであ

ろう。保育者は専門職で、保護者への助言も

できることが理想ではあるが、このように
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保育者個人の経験をプラスすることが可能

である。 

保護者対応は先輩に相談：内容によって

は上の先生が対応してくださるんで、そ

うするようにして、特に今まで困ってき

たことはないです。（A） 

 この語りからは、若手の間に保護者との

やりとりの中で緊張感のあるやりとりも存

在する。その上で、先輩の保育者にすぐに相

談できる体制というのは本当に重要なこと

である。なぜなら、保育者にもいろいろいる

ように、保護者にも様々な方がおり、「保護

者対応の難しさ」がある。 

保護者対応の難しさ：苦手やけど、いろ

んなタイプの人がおってやから。（I） 

（保護者の方へ）嫌なこというの、嫌で

す。ニコニコしてるお母さんもいれば、

細かいお母さんもいる。（F） 

いろんなタイプの保護者がおり、容易に

コミュニケーションが取れる方もいれば、

気難しい方も存在する。しかし、いかなる保

護者にとってみても、信頼関係を築いてい

かなければ上手く対応をすることはできな

い。ちょっと話がこじれてしまうと、信頼関

係もすぐに異常をきたしてしまう。そうな

らないために、スキルや経験を持った先輩

保育者が上手く関わったり、関わり方を伝

えたりしていくことが重要である。 

（８）【人間関係】

 保育者においての【人間関係】というの

は、目の前にいる子どもとの人間関係、その

保護者との人間関係もあるが、ここでは「職

場の人間関係」を指す。退職の一つの要素と

して人間関係の悪さが挙げられることが多

い。「職場の人間関係」についての鍵となる

語りとして「相談できる先輩保育者」「同期

に支えられる」「人間関係がよい」の中にあ

る語りをいくつか示していく。 

相談できる先輩保育者：各学年に経験の

長い、おばちゃんの先生がいるので。『お

ばちゃんず』っていう名前なんです。な

ので、何かのときは若い先生はおばちゃ

んずにまず相談。そこで難しかったら園

長先生や主任。（G） 

 ここからは、園のことを十二分に理解し

ている信頼できる方が存在しており、その

方たちに相談することを当たり前としてい

ることから、若手の保育者が悩み込まない

体制ができていることがわかる。それでも

難しい事例の時に、園長や主任の出番とな

ることで、若手の保育者と先輩の保育者と

の関係が上手くいくのである。 

次に、「同期に支えられること」である。 

同期に支えられること：やっぱ同期に支

えられたっていう部分が一番大きい。（C） 

同期はみんな辞職せず、保育の世界から

は離れずにいる。（G） 

 同じ場所で働く同期の存在についての語

りである。この語りの中からは、状況がわか

る同期とやりとりをする中で、保育を続け

てきていることがわかる。歳の離れた方ば

かりの状況よりも、同期という存在もまた

重要な位置づけであることがわかる。 

人間関係がよい：職場の人間関係は恵ま

れてると思います。恵まれてるから続け

る気持ちになった。（A） 

 そして、人間関係がよいことで、各保育者

がちょっとした時間の中で自分を発揮した

り、誰かの役に立とうと行動したりするこ

とが見られる。また、離職に傾いていた気持

ちも、人間関係のよさを感じ、続けていこう 

という気持ちになることもわかった。 
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（９）【若手育成】

 【若手育成】については、どこの保育現場

でも大きな課題となる。いかに若手を育て

るのかがそれぞれの園にとって重要である。

【若手育成】の鍵となる語りとして「若手を

育てる」「伝え方・話し合い」の中にある語

りをいくつか示す。 

まずは、「若手を育てる」についてである。 

若手を育てる：保育者の成長とか、保育

を楽しいって感じてくれてるかな。（K） 

この語りからは、人材育成をすることに、

自身の保育者としてのやりがいをかんじて

いることを示している。先輩保育者が後輩

の保育者の成長や保育を楽しいと感じてく

れているのかどうかを気にしている。 

伝え方・話し合い：主自分の経験が全て

いいわけでもなく、悪いわけでもなく。

ここ、頑張ったらいいのにって思うとこ

ろを伝える難しさ。（J） 

 この語りの保育者は、自分の保育が全て

いいわけでもなく悪いわけでもなくという

視点があり、自分の保育を押し付けるだけ

ではだめであるということを理解している。

若手の先生の保育を尊重しつつもあともう

一歩頑張ってほしいところをいかにして伝

えるかの難しさを示している。先輩保育者

が若手育成をするにあたり、どのような態

度で、どのように伝えていくのかが、若手育

成において重要であることを示している。

Ⅳ．総合考察 

 分析の結果をふまえて、「保育の人材確保

のための相関図」（図 1）を作成した。この

相関図を通して、いくつかの流れが見えて

きた。 

 まず、【保育者を続けるために必要な状

況】を一つでも作ることである。このために 

図 1 保育の人材確保のための相関図 

「配置基準」の見直し、保育者だけでないそ

れ以外の職員の確保を含めた「職員数の充

実」など【人材確保】なくして始まらない。 

 そして「ノンコンタクトタイム」の導入に

より、【仕事の負担感】をなくし「ゆとりの

ない保育状況」から脱却する必要がある。ゆ

とりができることで、保育者は「学ぶ意欲」

を発揮し、「やってみたい保育」「子ども主

体の保育」の実現ができる。そして、このた

めに学び、保育者が、保育実践力を高めてい

くことで「保育の中で感じる不安」を取り除

ける可能性がある。「保育の中の不安」を少

し改善するだけでも、【保育者をやめる状

況】が少なくなるだろう。【保育者をやめる

状況】には「結婚・出産・子育て」のタイミ

ングでの離職がある。しかし、「結婚・出産・

子育て」のタイミングとなった保育者が「ゆ

とりのない保育状況」を脱却していれば、離

職することも少なくなる。これによって、保

育経験豊富な中堅保育者が離職することな

く、家庭と仕事を両立して勤務できる。保育

現場に中堅保育者がいることで、【若手育

成】が可能となり、またその子育て経験を

【保護者対応】に活かすことができる。 

【コロナ禍における保育】の中で、新たな

「保護者対応の難しさ」が出てきている。

ここにも対応できる人材がこの中堅保育者

であると考える。この中堅保育者がいるこ
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とで、「人材のバランス」が取れることに

もなる。バランスが取れることで、職場の

【人間関係】が円滑になる可能性がある。

若手保育者がつまづくポイントとしての

「保護者対応」を中堅保育者に委ねること

ができるからである。「保育の不安」を少

しでも取り除くことで、若手保育者の退職

を減らすことができる。また、年代に空き

がないことで、【若手育成】も「伝え方、

話し合い」がうまく行き、チームとして組

織としての【人間関係】のよさが出てくる

のではないだろうか。 
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というのは、保育の質を上げることに逆行

しています。 

 若手保育者が育たない、中堅保育者がい

ない、ベテラン保育者が疲弊している、そ

の上に保育職志望者が少ない、資格を持っ

ていても保育者にならない、保育者が足り

ないから負担・不満が膨れ上がる。これら

を避けるために「姫路市の保育」を世に示

せるような、保育者にとって勤務し続けた

いと思えるような手立てを行いましょう。 

 本研究が、保育者が活躍しやすい保育の
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